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発 。 製造のため 

0 永井千秋 ( 新産業創造研究機構 ) , 森脇俊道 ( 神戸大工学 ) , 
石井昭二 ( 新産業創造研究機構Ⅰ 

グローバル化や 市場競争の激化等により。 こ までの産業構造が 大きく転換する 申で。 大企業や中小企 

業 に求められる 役割も変化している。 従来いわゆる 下請けに甘んじてきた 中小企業においても。 技術や / ウ 

しながら本目互に 完し， 自ら高い付加 値を実現していくことが 求められている。 神戸地 

市 医療産業都市 業 にかかるクラスター 形成を 

している。 当地域 は ，鉄鋼。 造 滅 金属製造業の 技術や ノ 

ており。 保有技術 

ともに。 各技術を総合的に 組合わせ。 特に医療分野の 特質で 

わせを行える 人材が不可欠となってきた。 今回開発するプロバラムは。 地域の中 。 中小製造業が 新たな 

出 分野として医療機器，福祉機器などを ，新製品として 自ら，あ るの ほ グループで共同しての 開発するため 

と 技術。 技能を習得するた 瑚 低限 必要な内容とした。 常関連の知識，医療。 冶 

療 関係の知識からほじまり ，検査機器。 医 ，人工臓器などに する知識や製造に 関する具体的な 応用 

。 さらにほ関連の 法親や特許など 新たに当該 分 に進出する者にとって。 必要な基 

を目的としている。 
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プロバラム開発においては。 兵庫県や神戸市内の 有力な企業群 ( 神戸市 械 金属工業会，兵庫工業会 )" 

庫 県立大学 ) 。 公設試など ( 兵庫県立工業技術センタⅠ近畿 高ヱ ネルギー加工技術 

所 ) や 大企業研究所 ( 神戸製鋼所，シスメックス ) などと連携して 開発することとし ，豊富な実験。 実習や 

見学を行う。 プロバラム開発は 産業界と 育 界が共同して 実施する 
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  自主開発プロバラム                         

岳     

今回開発する 教材は， 「医療技術。 医療 器 」，「生産プロセス 技術」， 「生産システムと 生産管理」の 3 コ 

一ス であ り。 実験。 実習を含む。 更には， -- 定期間実務経験を 行ラインターンシップをも 交える計画であ 

廃学によって 学ぶと同時に。 先進企業の具体例を 実体験するというこれまでに 無いプロバラムとする 計画で 

あ る。 

教材量は ，重 コマ 2 ～ 3 時間の講義に 資する内容とし ，実験。 実習教材については ， 2 回 は 時間緯度とす 

る 計画であ る。 

3 コースの教材開発内容は 以下の通りとしている。 

医学を専門としない 者が医療 器 開発に従事する 上で最低限必要な 医学に関する 知識を習得できるカリキ 
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コラムとした。 最先端の医療を 支える医療技術や 医療用 器に関する原理や 基礎的な知識とその 応用に関す 

る 教材の作成を 行 う 。 医療機器開発に 必須不可欠な 法律や規則に 関する知識。 手続きなども 教材の対 

解を促進するビデオ。 など補助教材の 充実を図る。 

る 生産加工プロセスの 原 ，最先端の技術等について 

実際に応用する 上での基本的な 知識を得るとともに。 各プロセス相互の 利点。 欠点を理解して 

産屋エプロセスを 選択する指針を 得ることを目標として " 散村の開発を 行った。 特に。 加工の精度，能率。 

コスト，環境に 与える影響などについて 理解を深め得る 内容とする。 

佳薄シ 

マーケティンバから 製品開発，設計。 製造。 保守。 サービスまでの 一連の流れを 生産システムとして 理 

し ，そのために 必要な生産方式 ( フレキシブル 生産システム『セル 生産方式な目。 具体的な生産設備，シス 

テムの効率的な 構築に関する 技法。 生塵管理をはじめとする 運用に関する 技法や考え方について 学習できる 

教材の開発を 行 う 。 また。 製品の設計。 生産，検査。 出荷に至る過程の 情報 目 こついても学習を 行 j 。 併せ 

を自ら解決できるケーススタディ 教材の開発をも 進める。 
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1) 製造現場に即した 内容 

現場事例などを 極力教材として 紹介する方針とし ，教育界と産業界のぺ ア で執筆を進めうる 体制としてい 

る 。 また，工場見学会を 適宜開催し。 現場事例の把握に 努めている。 

幻 産業界の教育ニーズ   

医療機器開発を 実施あ るいは当該分野への 進出を希望している 地域の中小企業訪問を 行い経営者や 技術 

担当責任者に 教育ニーズの 再 確認に努めている。 

3) 実証講義 

産業界に受講者の 派遣を依頼し ，開発した教材を 使用して実証 義を行った。 実証 ; 

どを改めて教材開発に 反映する計画で 進めている。 今後も数回の 実証 ; 義を実施の計画であ る。 

今年度末までに 全教材の開発を 完了し，平成立 年れ 月から開講する 神戸大学大学院博士課程双期課程 ( 医 

工 連携コース ) で教材を使用する 計画であ る。 また。 地域の工業会が 開催するノン デ グリープロバラムの 兵 

庫技術研修大学校でのコース 開設も併せて 検討中であ る。 

両 コースの概略は 以下の通り。 

1) 神戸大学大学院工学研究科博士課程双期課程 医王連携コース ( 中核人材育成 ) 

①入学資格 : 官公庁，企業等に 正規 ， 7 年以上の勤務実績，所属長の 推薦 

②定員 : 托名 ( 機械工学専攻。 応用化学専攻。 情報知能 学 に配分 ) 

③授業，実習等 : 土曜，平日定時後，夏季集中講義など 

④実施場所 : 神戸大キャンパスでなく 神戸市内 

⑤修了年限 : 2 年 ( 通例の大学院双期課程と 同じ ) 

2) 兵庫技術研修大学校 医療 

①受講資格 : 特になし 

②定員 : 3 0 名 ( 予定 ) 

③授業 ( 座 学のみ ) : 平日 ( 通例 5 ～ 1 

④実施場所 : 神戸あ るいは姫路 

また， 本 教育を効果的に 継続するためにほ ，産学の教授陣のインセンティブ や ，社会人学生のインセンテ 

ィブを明確化することも 必要かっ重要であ る。 本件については ，別の機会に 紹介することとしたい。 

布教材開発は 経済産業省産学連携製造中核人材育成事業の 支援により実施しており ，関係各位のご 協力に 

対し謝意を表します。 
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